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平 成 ２ ７ 年 

 

赤平市議会第４回定例会会議録（第３日） 

 

                         １２月１１日（金曜日）午前１０時００分 開 議 

                                    午後 ０時０７分 閉 会 

 

 〇議事日程（第３号） 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 諸般の報告           

  日程第 ３ 一般質問            

        ６．植 村 真 美 議員    

  日程第 ４ 議案第 ４８号 赤平市行政手続 

        における特定の個人を識別するた 

        めの番号の利用等に関する法律に 

        基づく個人番号の利用及び特定個 

        人情報の提供に関する条例の制定 

        についての委員長報告      

  日程第 ５ 議案第 ４９号 赤平市人事行政 

        の運営等の状況の公表に関する条 

        例及び職員の勤務時間及び休暇に 

        関する条例の一部改正についての 

        委員長報告           

  日程第 ６ 議案第 ５１号 赤平市税条例の 

        一部改正についての委員長報告  

  日程第 ７ 議案第 ５２号 赤平市国民健康 

        保険条例及び赤平市介護保険条例 

        の一部改正についての委員長報告 

  日程第 ８ 議案第 ５３号 平成２７年度赤 

        平市一般会計補正予算      

  日程第 ９ 議案第 ５４号 平成２７年度赤 

        平市下水道事業特別会計補正予算 

  日程第１０ 議案第 ５５号 平成２７年度赤 

        平市介護サービス事業特別会計補 

        正予算             

  日程第１１ 議案第 ５６号 平成２７年度赤 

        平市水道事業会計補正予算    

  日程第１２ 議案第 ５７号 平成２７年度赤 

        平市病院事業会計補正予算    

  日程第１３ 議案第 ５８号 人権擁護委員候 

        補者の推薦について       

  日程第１４ 議案第 ５９号 教育委員会委員 

        の任命につき同意を求めることに 

        ついて             

  日程第１５ 選挙第  ９号 赤平市選挙管理 

        委員の選挙について       

  日程第１６ 選挙第 １０号 赤平市選挙管理 

        委員補充員の選挙について    

  日程第１７ 意見書案第12号 複数税率による 

        軽減税率の導入実現を求める意見 

        書               

  日程第１８ 意見書案第13号 マイナンバー制 

        度の円滑な運営に係る財源確保等 

        自治体の負担軽減を求める意見書 

  日程第１９ 意見書案第14号 介護報酬の再改 

        定を求める意見書        

  日程第２０ 意見書案第15号 ＴＰＰ「合意」 

        内容の徹底した情報公開と検証を 

        求める意見書          

  日程第２１ 請願、陳情に関する閉会中審査の 

        議決について          

  日程第２２ 閉会中継続審査の議決について  

 

 〇本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 諸般の報告           

  日程第 ３ 一般質問            

        ６．植 村 真 美 議員    

  日程第 ４ 議案第 ４８号 赤平市行政手続 
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        における特定の個人を識別するた 

        めの番号の利用等に関する法律に 

        基づく個人番号の利用及び特定個 

        人情報の提供に関する条例の制定 

        についての委員長報告      

  日程第 ５ 議案第 ４９号 赤平市人事行政 

        の運営等の状況の公表に関する条 

        例及び職員の勤務時間及び休暇に 

        関する条例の一部改正についての 

        委員長報告           

  日程第 ６ 議案第 ５１号 赤平市税条例の 

        一部改正についての委員長報告  

  日程第 ７ 議案第 ５２号 赤平市国民健康 

        保険条例及び赤平市介護保険条例 

        の一部改正についての委員長報告 

  日程第 ８ 議案第 ５３号 平成２７年度赤 

        平市一般会計補正予算      

  日程第 ９ 議案第 ５４号 平成２７年度赤 

        平市下水道事業特別会計補正予算 

  日程第１０ 議案第 ５５号 平成２７年度赤 

        平市介護サービス事業特別会計補 

        正予算             

  日程第１１ 議案第 ５６号 平成２７年度赤 

        平市水道事業会計補正予算    

  日程第１２ 議案第 ５７号 平成２７年度赤 

        平市病院事業会計補正予算    

  日程第１３ 議案第 ５８号 人権擁護委員候 

        補者の推薦について       

  日程第１４ 議案第 ５９号 教育委員会委員 

        の任命につき同意を求めることに 

        ついて             

  日程第１５ 選挙第  ９号 赤平市選挙管理 

        委員の選挙について       

  日程第１６ 選挙第 １０号 赤平市選挙管理 

        委員補充員の選挙について    

  日程第１７ 意見書案第12号 複数税率による 

        軽減税率の導入実現を求める意見 

        書               

  日程第１８ 意見書案第13号 マイナンバー制 

        度の円滑な運営に係る財源確保等 

        自治体の負担軽減を求める意見書 

  日程第１９ 意見書案第14号 介護報酬の再改 

        定を求める意見書        

  日程第２０ 意見書案第15号 ＴＰＰ「合意」 

        内容の徹底した情報公開と検証を 

        求める意見書          

  日程第２１ 請願、陳情に関する閉会中審査の 

        議決について          

  日程第２２ 閉会中継続審査の議決について  

 

順序 
議 席  
番 号 

氏    名 件      名 

 

  ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植村 真美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の職育対策につい 

て 

２．広域的な地域連携の 

あり方について 

３．企業と連携した政策 

づくりについて 

４．ものづくりのまちと 

しての教育について 

 

 

 〇出席議員  ９名 

        １番  木 村   恵 君 

        ２番  五十嵐 美 知 君 

        ３番  植 村 真 美 君 

        ４番  竹 村 恵 一 君 

        ５番  若 山 武 信 君 

        ６番  向 井 義 擴 君 

        ７番  伊 藤 新 一 君 

        ８番  獅 畑 輝 明 君 

        ９番  御家瀬   遵 君 

 

 〇欠席議員  １名 

       １０番  北 市   勲 君 
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 〇説 明 員 

  市      長  菊 島 美 孝 君 

  教育委員会委員長  山 田 和 裕 君 

  監 査 委 員  早 坂 忠 一 君 
 
  選挙管理委員会            
            壽 崎 光 吉 君 
  委 員 長            
 
  農業委員会会長  田 村 元 一 君 
                       
  副 市 長  伊 藤 嘉 悦 君 

  総 務 課 長  町 田 秀 一 君 

  企 画 財 政 課 長  伊 藤 寿 雄 君 

  税 務 課 長  下 村 信 磁 君 

  市 民 生 活 課 長  野 呂 道 洋 君 

  社 会 福 祉 課 長  永 川 郁 郎 君 

  介護健康推進課長  斉 藤 幸 英 君 

  商工労政観光課長  林   伸 樹 君 

  農 政 課 長  菊 島 美 時 君 

  建 設 課 長  熊 谷   敦 君 

  上 下 水 道 課 長  杉 本 悌 志 君 

  会 計 管 理 者  中 西 智 彦 君 
 
  あかびら市立病院            
            實 吉 俊 介 君 
  事 務 長            
                       
  教 育                 
      教 育 長  多 田   豊 君 
  委員会                 
 
      学校教育            
   〃        相 原 弘 幸 君 
      課  長            
 
      社会教育            
   〃        蒲 原 英 二 君 
      課  長            
                       
  監 査 事 務 局 長  大 橋   一 君 
                       
  選挙管理委員会            
            町 田 秀 一 君 
  事 務 局 長            
                       
  農 業 委 員 会            
            菊 島 美 時 君 
  事 務 局 長            

 

 〇本会議事務従事者 

  議 会 事務局長  栗 山 滋 之 君 
 
      総務議事            
   〃        野 呂 律 子 君 
      担当主幹            
 
      総務議事            
   〃        安 原 敬 二 君 
      係  長            
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（午前１０時００分 開 議） 

〇副議長（五十嵐美知君） おはようございます。

本日も北市議長欠席のため、地方自治法第106条第１

項の規定に基づき、昨日に引き続き副議長の私が議

長の職務をとらせていただきます。 

 これより、本日の会議を開きます。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第85条の規定により、

議長において、１番木村議員、７番伊藤議員を指名

いたします。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第２ 諸般の報告

であります。 

 事務局長に報告させます。 

〇議会事務局長（栗山滋之君） 報告いたします。 

 市長から送付を受けた事件は、２件であります。 

 委員長から送付を受けた事件は、４件であります。 

 議会が行う選挙は、２件であります。 

 議員から送付を受けた事件は、４件であります。 

 委員長から閉会中継続審査の議決を求めるため申

し出のあった事件は、３件であります。 

 次に、本日の議事日程につきましては、第３号の

とおりであります。 

 次に、議員の出欠席の状況でありますが、本日は

北市議長が欠席であります。 

 以上で報告を終わります。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第３ 昨日に引き

続き一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 質問順序６、１、市の職育対策について、２、広

域的な地域連携のあり方について、３、企業と連携

した政策づくりについて、４、ものづくりのまちと

しての教育について、議席番号３番、植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 おはようござい

ます。通告に基づきまして、一般質問をさせていた

だきたく思います。私の質問の内容といたしまして

は、次年度予算計上する上でぜひ反映していただき

たい内容を含めさせていただきたく思ってございま

すので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 大綱１、市の職育対策について、①、朝礼につい

てお伺いをさせていただきます。以前も同様の質問

をさせていただいてございますが、その後の状況と

さらなる朝礼の必要性についてご質問をさせていた

だきたく思いますので、質問させていただきたく思

います。今や社会はグローバル化が進み、ＩＳＯな

ど所属しながら社会からの信頼と国際基準化につい

て追随していこうと、ついていこうとする企業が多

くなってございまして、企業努力でみずからのスキ

ルアップをして、その年の目標に向かって朝礼の際

に社員で唱和をしながら、意識づけをしながら取り

組んでいる企業が多くなってございます。また、そ

の中では上司から部下までの課内の目標を掲げ、チ

ーム力を高めて、それに当たるといった組織体制づ

くりを築きながら進められているといった流れでご

ざいます。 

 これは民間企業が取り組むまず一つの簡単な一例

でございますが、今はまち・ひと・しごと地域創生

総合戦略におきましてもＰＤＣＡサイクルの重要性

を国でも示されていますので、行政におきましても

その課の１年間の目標とそれぞれの職員の１年間の

目標を掲げまして、それを達成するための抱負など

を共有し、またその経過の中でどこまでたどり着く

ことができているのかといったこととか、目標を達

成するためにはそれぞれどのように助け合いながら

やっていかなければいけないのかだったりとか、自

分自身の努力がさらに必要であるといったことを意

識を高める、共有する場づくりが当市においても本

当に必要になっているのではないかなというふうに

今の社会背景を見ながらも思ってございます。この

ような取り組みを図りながら課内、職員間の風通し

をよくしまして、コミュニケーションやチーム力を

高めていくといったことをやっていただきたいとい

うふうに思うところでございます。また、日々顔を
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見て、部下のコンディションなどをチェックすると

いう役割もあると思いますので、そういった観点に

おきまして朝礼という場は大変効果的だというふう

に考えますが、このあたりはいかがお考えでしょう

か。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 総務課長。 

〇総務課長（町田秀一君） 市職員の資質向上にお

いて、朝礼などを行い、課内のコミュニケーション

を図り、連携をとることにつきましてはこれまでも

議員にご質問いただいているところでございます

が、課題を共通認識し、取り組みがよりスムーズに

進む等の利点や特に外へ出る機会の多い部署におき

ましては、一堂に会する時間も限られることや施設

など夜勤勤務者からの引き継ぎ等の対応もありまし

て、朝のミーティングを取り入れている部署もござ

います。その他の部署におきましても庁舎の内部は

カウンターがありますものの、ほとんど仕切りのな

いオープンなフロアとなってございますことから、

課内で日常的にコミュニケーションはとれるように

はなっておりまして、コミュニケーションは図られ

ているとは思いますが、しっかりと報連相の徹底を

図ることができますよう改めて周知いたしまして、

その実施に努めているところでございます。 

 今後、議員からのお話もありましたとおり、しご

と・ひと・まち総合戦略の実行など、オール赤平、

オール行政で進めなければならない事業が多くなり

まして、ますます職員相互のコミュニケーションが

大切となってまいります。また、新たに導入するこ

とになってございます人事評価では課、係の目標を

立てまして、個人の目標も職員と上司が協議し、設

定し、その後も定期的に面談を実施し、コミュニケ

ーションを深め、面談を通じ信頼関係を築くととも

に、職員の資質の向上につなげていくことを内容と

いたしまして現在検討しているところでございまし

て、このほかグループウエアを利用した情報共有も

行いますけれども、先ほども申し上げました報連相

を徹底いたしまして、職員相互のコミュニケーショ

ンをより一層図りまして、事業の実施、市民サービ

スの向上につなげてまいりたいというふうに考えて

ございます。よろしくご理解賜りますようお願い申

し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ただいまご答弁

いただいた中で、オープンスペース化だったりとか

グループウエアというのは一つの環境整備の中のこ

とであって、実際のコミュニケーションが図れると

いう場はやはり人と人とのフェース・ツー・フェー

スがすごく大切になってくるかなと思います。 

 それと、菊島市長の新体制のもとでは、報連相を

しっかりしていくといったこととこれから新しく始

まります人事評価の部分につきましては、やはり効

果的な部分の中でどのようにコミュニケーションを

図っていけばいいのかということを、朝礼だけの話

ではないのかもしれませんけれども、ぜひ有効的な

手段としては朝礼というのも大変大切な風に思って

ございます。また、課によってバランスがばらばら

だと全体の意識の高まりがなかなか追随していかな

いと思いますので、朝礼も笑って楽しい朝礼のあり

方だったりとか、やはりコミュニケーションをとる

前に自分たちの笑いから１日が始まって、１日にみ

んなで楽しく元気に過ごしていくという方法もあり

ますし、またそういった一般企業におきましては企

業の売り上げのために朝礼はしっかりとあるべきも

のだということもありますし、朝礼の中におきまし

てはテーマを決めて１分間だったりとか３分間スピ

ーチをやりながら図られるだったりとかというのも

ございますので、朝礼というものに対しましてもな

かなかいろんなやり方、方法というのがあると思い

ます。そのあたりも研究していただきまして、ぜひ

やっていただきたいというふうに思ってございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 続きましての質問に移らさせていただきます。職

員全員でのまちづくりビジョンの共有につきまして

ご質問をさせていただきます。市職員との話をさせ

ていただいている中におきまして、それぞれの立場

におきまして業務や現場力をどう生かしていくか、
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将来のまちの方向性は大体わかっている職員の方た

ちが本当に多いと思うのですけれども、当市が掲げ

るまちの将来の方向性を現場力とあわせてどのよう

に寄り添うべきなのかと戸惑う発言を聞くことがあ

りました。そして、一方行政人としてこれからのま

ちを背負って、ともにこのまちづくりをしていくの

だという先導役の一員としてこの意識が薄い発言を

伺ってしまったことがきっかけで、やはりそういう

ことを考えると、張り合いを持ってしっかりと職場

で働いていないのではないかなというふうに感じる

ことがちょっとあったものですから、そういった状

況をかいま見ますと、どこかで行政サービスにも支

障が出てくるということが予想されるのではないか

なというふうに思っています。市民の対応時にも負

のイメージとして伝播されていく可能性もあるので

はないかなと。 

 それと、実際に全ての職員が同じ認識のもとにま

ちづくりビジョンを共有するということはなかなか

やはり難しいことだというふうに思いますけれど

も、課長から末端の職員までこれからのまちを動か

す一員なのだという気概を持って職場につけるよう

な現場からの改善内容を聞いた上でまちづくりのビ

ジョンの方向性と結びつけながら意識の共有、情報

共有の場が必要なのではないかなと思っています。

今では課の意識のバランスをとるために地域総合戦

略が実施されている中で、課長同士の連絡体制はと

れているというふうにはお聞きしておりますが、さ

らに職員全体での意見交換をする場というのが必要

なのではないかなというふうに感じております。そ

のあたりの場の共有とまちづくりのビジョンの共有

についてご質問をさせていただきたく思います。よ

ろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） まちづくりビジョ

ンの共有ということでございますので、私のほうか

らお答えをさせていただきたいと思います。 

 これまで、当然のことながら、第５次赤平市総合

計画や現在策定作業中の赤平市しごと・ひと・まち

創生総合戦略施策など、こうした重要施策にかかわ

る計画に関しましては常に全職員で内容を把握でき

るようになっております。また、一方的な情報提供

のみではなく、過去にも重要な計画等を策定する際

には自分の所管業務に限らず意見や提言などを募集

しており、現在最重要課題とされている総合戦略に

つきましても７月に職員の政策提言募集を行って、

65件の提言をいただいたところであります。このよ

うにまちづくりに関しましては状況把握を行うだけ

ではなく、職員みずからが知恵を出し、参加する意

欲を高めることも大変重要であると考えておりま

す。 

 さらに、11月26日の行政内における総合戦略の策

定委員会及び幹事会の合同会議、そして庁議の中で

も市長のほうより施策に対する担当課割りは示しま

すが、担当だけで行う戦略ではなく、若い職員の意

見を含め、全職員が一丸となってオール行政で取り

組むよう指示を行ったところであります。現在課長

会議は毎月開催され、行政全般にわたる情報共有や

意見交換が行われ、その結果が職員に周知されてお

りますが、若い職員自体が課長職の決定した事項に

対して意見等持つことはなかなかできませんので、

今後案件に応じてはこれまで以上に他の課、係の係

長職や若い職員同士が連携を図り、管理職あるいは

理事者に提案できるような機会を設けるよう努めて

まいりたいと思いますので、ご理解いただきますよ

うお願い申し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 自分が提案した

ことだったりとか自分の考えが全体のビジョンの中

で寄り添うということを認識された職員の皆様とい

うの、すごくその後のやる気にもやはりつながって

いくということだと思いますので、そのあたりをぜ

ひお酌み取りいただきたく思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 ③に移らさせていただきます。若い職員の経験向

上についてお伺いをさせていただきます。近年財政

難によりまして、早期退職と新人の採用を見合わせ
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ていた空白の時期がございますけれども、またさら

にこれから人口減少が予測される中で、2040年には

赤平市も5,000人を切ると言われているまちでござ

いますが、昨年の決算シートを見させていただきま

すと、今126名いる職員も、単純に計算いたしますと、

その半分になるのではないか。今人口が１万人いて、

2040年には5,000人になるということで半分になる

と。それで、単純に計算いたしますと、やはり市の

職員も半分ほど、60名ほどになってしまうのではな

いかなと。そんな職員体制になってしまうことを大

変心配しているところではございます。 

 それで、今の25年後以降の職員の年齢などを想定

しますと、職員の教育も迅速に進めていかなければ

ならない状態にあるということは本当に皆さんも承

知のところだというふうに思うのですが、あと25年

後といたしますと、今ちょうど若い20代の職員とい

うのが今の市の業務を先導する立場になることとい

うふうに思うのです。民間の経営教育の中で短期間

の中におきまして全ての担当課に配属させる職育方

法があるというふうに伺ってございます。そして、

そういった若者がそういう経験をした後に経営者に

なっていくと、あらゆる仕事に対する理解がありま

して、コミュニケーションも高まっていって、職場

の部分であったりとか、仕事の内容の改善策もスピ

ーディーに物が運べれるという効果があるというこ

と伺っています。 

 ですから、当市におきましても今のうちから市民

や企業との接点が多い課を中心とした担当に短期配

属させ、まちづくりの苦労や人のつながりの大切さ

を実感させることで、その刺激をもとにその後の業

務に役立てれるような仕組みづくりをぜひ考えてい

ただきたいというふうに思ってございますが、この

点につきましてはいかがでしょうか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 総務課長。 

〇総務課長（町田秀一君） 保育所、幼稚園、介護

サービス等、マンパワーの必要な業務ございますの

で、単純に職員数が半減するところまではなかなか

想定できるところではございませんけれども、当市

におきましては、これまで若手の職員につきまして

はなるべく多くの職場の経験ができますよう人事異

動時に考慮してきているところではございます。他

団体におきましては、採用から10年の間は、特に人

材育成の観点から、定期的な人事異動を行いまして、

異なる行政分野、職務、例えば福祉、教育、市民生

活、まちづくり等の行政分野や事業執行業務と内部

管理的業務等の職務を経験させまして、幅広い職経

験、知識を持つ職員を育成するとともに、その能力

を適性を見きわめ、その後の適正な配置を可能とす

るといたしましたジョブローテーションを取り入れ

ている団体もございますので、今後におきましても

このようなジョブローテーションの考え方を人事異

動時に十分考慮していきたいと考えているところで

ございますし、若い職員の経験ということもござい

ましたので、年配の職員がこれまでの経験などを伝

えるなど、若い職員のフォローをしながら実際業務

に当たりまして経験を深めていくといったことも必

要と思いますので、先ほどの答弁がございましたけ

れども、コミュニケーションのお話もございました

が、職員間でコミュニケーションを深めまして、信

頼関係を築きまして、人材の育成につなげてまいり

たい、このように考えているところでございます。 

 以上です。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ただいま答弁に

もございましたが、コミュニケーション能力が高ま

らないと、やはりそういったことも事が運ばらない、

まちづくりという方向性もしっかり進まないかなと

いうところがすごくありますので、それは若いうち

にそういった刺激を受けていただく現場にぜひ積極

的にお願いしたいなと。あと、そういったことも、

先ほどもちょっとご答弁いただきましたように、皆

さんで話し合いながら協議のもとに行っていただき

たいなと思ってございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、④番の質問に移らさせていただきま

す。地域おこし協力隊のさらなる受け入れについて
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ご質問をさせていただきます。当市に地域おこし協

力隊が来ていただきまして３年目を迎えさせていた

だくことと思いますが、地域の情報発信と周りの職

員の意識変革などを含めまして大変ご活躍いただい

ていると実感してございます。やはり地域づくりに

は若者、よそ者といった目線が必要だというところ

も本当に確信をさせていただいているところでござ

いますが、そこでなのですけれども、もう少しこの

制度を利用しまして、違った観点でそのよそ者の目

線をもっと入れていただくことはできないかなとい

うふうに思っています。例えば今採用しています課

以外でなのですけれども、当市の英語教育に関しま

して、外国語指導助手といたしましてＡＬＴの存在

というのが今も各地域で重要視されているところで

ございますが、当市の部分におきましては昨年は任

期満了にならない前に途中でいなくなってしまった

というふうなことも伺っていますので、今や英語教

育は重要視されるべきところでございますが、ＡＬ

Ｔの存在も大変重要なところでございますし、子供

たちの信頼をもとに英語教育を促進できるものとし

て地域おこし協力隊を採用するといった考え方や、

またこれからの当市の農業をどのように考えていく

のか。やはり農業者の担い不足といった深刻な問題

がございますので、今いる若手の結束をどのように

高めることができるのかなどといったことを外の目

入れて、さらなる改革をするきっかけづくりなどを

検討していただくために地域おこし協力隊を採用し

ていただくといったことが考えられるのではないか

なというふうに思ってございます。この点につきま

しては、いかがお考えでしょうか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 地域おこし協力隊

につきましては、最大３年間を活動期間といたしま

して都市部の地域から過疎地域などに住民票を移

し、さまざまな地域協力活動を行っていただき、地

域への定住、定着を図ることを目的とされておりま

す。さらに、現在は協力隊員が地域で起業を行う場

合にも必要経費の一部に対する国からの支援が受け

られるようになりました。本制度は、平成21年度か

ら開始をされ、年々隊員数は増加をし、平成26年度

では全国で1,551名となっておりまして、３年間の活

動を終えた後、約６割の隊員が地域に定着している

といった状況であります。本市におきましても、議

員のお話のとおり、平成26年度からまちの情報発信、

いきいき商店街活性化、この２部門におきまして２

名の隊員を採用し、積極的に団体活動への参加や商

業者と連携を図るなど、まちづくりに対して大いに

成果を上げていただいているところでございます。

このため市内におけるまちづくり協議のほか、市外

からの視線に基づく施策展開ということも必要にな

っておりますので、今後におきましても全国的な事

例を参考としながら、議員がご提案されている内容

も含めまして、さまざまな分野において本制度を有

効的に活用した隊員の新規採用、こういったことに

つきまして検討してまいりたいと思いますので、ご

理解をいただきますようお願い申し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ただいまご答弁

いただきましたように、全国的な展開の流れの様子

も、実績も伺わさせていただいたのと、やはり今身

近に地域おこし協力隊の活躍を見させていただいて

いる中では、本当にさらに有効的に当市においても

採用、受け入れをご検討いただきたい。それは、課

に偏らず、やはり全体的にいろいろと考えていただ

きたいというふうに思ってございますので、よろし

くお願いいたします。 

 続きましての質問に移らさせていただきます。大

綱２、広域的な地域連携のあり方について、①、新

幹線の開通に伴う対策とＰＲについてお伺いをさせ

ていただきます。来年３月に念願の北海道にも新幹

線がやってまいります。１日約9,500人の観光客が増

ということで、今は函館を中心とした観光客の潤い

が予想されるわけではございますが、実はその後の

先の訪問としてもしかしたら千歳空港の周辺に来る

かもしれない。またさらに、北海道のさまざまな魅

力に触れるかもしれないといったことの可能性も含
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めまして、当市といたしましても新しく北海道に流

れてくる観光客の足をどう当市に向けさせることが

できるのか。そこによって交流人口をふやすことと

いったことをぜひ挑戦していただきたいなというふ

うに思っております。 

 まず、その対策といたしまして、新幹線で北海道

に来る方の想定する中でございますが、今や本当に

外国人観光客が入ってきているということ伺ってご

ざいます。そして、その外国人観光客におかれまし

ても、外国人観光客の特色といたしまして、列車や

移動距離が長時間でもすごく楽しむ傾向にある方々

だということを伺ってございます。北海道内に入ら

れますとさらなる移動範囲も拡大されることがなお

さら予想されるわけです。目的に応じて目的の地域

に簡単に足を運ぶことも想定されるわけではござい

ますが、当市におきましても函館からのアクセス例

や当市での過ごし方を検討し、ＰＲパンフレットを

作成するなどの取り組みを早目に行っていただきた

く思ってございますが、そのあたりのこともお伺い

したいというふうに思ってございます。 

 また、新幹線開通に伴いましてＰＲできる場所な

どを押さえていただき、地元の団体に対しましての

協力を募るなど、当市のＰＲも積極的に行っていた

だきたいというふうに思ってございますが、この点

につきましてはいかがお考えでしょうか。よろしく

お願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 北海道新幹線の開

業効果を空知地域及び周辺地域等に最大限波及させ

るとともに、新幹線開業を契機といたしまして空知

地域等に利益をもたらすさまざまな取り組みを検

討、推進するため、平成25年９月にチームそらち新

幹線開業効果活用プロジェクトが設置をされており

ます。構成メンバーは、北海道開発局札幌開発建設

部、空知管内の全ての自治体、農業協同組合、商工

会議所、観光協会、北海道旅客鉄道株式会社、そし

て空知総合振興局が事務局となりまして、総勢46名

で組織され、赤平市からは商工会議所の相談課長、

そして私が参加をしております。 

 赤平市として平成26年度にはＴＡＮｔａｎまつり

2014炭鉱灯の中でポスター掲示やＰＲ用クリアファ

イルの配布、北海道どさんこプラザ札幌店で開催さ

れた空知フェアに参加をし、新幹線と地元の魅力を

ＰＲをしております。また、平成27年度にはらんフ

ェスタ赤平2015の会場でポスターやパネルの展示、

啓発用のパンフレット、ペーパークラフト、シール

を配布し、交流センターみらいにおいてもノボリを

掲げ、ズリ山と「みらい」を背景としたカウントダ

ウン写真の提供、さっぽろオータムフェスト2015に

参加し、新幹線開業と赤平の特産品ＰＲを行ってお

ります。さらに、平成28年７月に函館市で開催予定

の北海道新幹線開業記念イベントへの出店について

も参加に対します検討をしております。 

 このように赤平市といたしましてもチームそらち

の中でともに検討し合いながら新幹線開業ＰＲやイ

ベントへの協力、そして赤平自身のＰＲを行ってお

りまして、今後も引き続き関係機関と連携を図りな

がら事業展開を進めていくほか、札幌までの開通と

は違いまして、非常に難しい面もあるとは思います

が、独自で効果を得られる事業についても今後検討

してまいりたいと思いますので、ご理解をいただき

ますようお願い申し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 最後言っていた

だきました独自のいろんなＰＲ戦略を考えていただ

くというところでございます。本当にそこが大切に

なってくるのではないかなというふうに思っていま

す。ちょっと外国人観光客に偏ってしまうのですが、

やはり今北海道に来ていただいている観光客の一つ

の特徴として、この下半期の数字でございますが、

実は外国人観光客が昨年の４月から６月にかけての

部分と50％もふえている傾向にあるのです。という

ことは、まだまだこれから外国人観光客急激にふえ

てくるということ予想されている中で、今インバウ

ンドツーリズムだったりとかサイクルツーリズム、

グリーンツーリズムといった形でアジア系の方たち
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の企業旅行だったりとか食育体験というものも大変

ふえてきているというふうにお伺いをしているとこ

ろがございますので、ぜひ当市といたしましても当

市独自のプラン、また外国人に向けたＰＲをすると

いうことに対しましては日本語だけではなくて、さ

まざまな多国語の表記のあるＰＲの手段、パンフレ

ット一つとりましても考えていかなければいけない

ところだというふうに思ってございますので、その

あたりもお考えいただきたく思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 続きまして、②、さらなる都市間交流の可能性に

ついて、ア、交流都市の選定についてお伺いをさせ

ていただきます。以前姉妹都市について拡充の提案

をさせていただきましたが、その後はいかがだった

でしょうか。都市のこれからの新たな発展のために

交流都市をさらに拡充していくことが必要であると

考えている一人でございます。それは、当市におい

て外部との接点があれば、さらに可能性を伸ばせる

のではないかと思える施設があることに起因いたし

ます。例えば情報発信の向上としてことし建設され

ましたＡＫＡＢＩＲＡベースでございますが、季節

によって販売するものの偏りが出てくる、さらに販

売品目がふえていかないと今後の運営にも支障が出

てくるといったことも想定されることと思います。

そこで、他市で取り組む姉妹都市や連携都市との交

換物産展の開催などをするといった方向づけ、また

さらに当市の歴史的背景を物語る歴史遺産の継承の

課題が叫ばれている中ではございますが、炭鉱遺産

においては今や日本においても九州では軍艦島を初

め、世界遺産の認定で注目をされているなど、同じ

歴史を持つ地域との連携を通して共通のまちづくり

の対策やお手本とすべきところも見えてくるのでは

ないでしょうか。 

 また、日本だけにはとどまらず、赤平と空知との

炭鉱技術交流も盛んだったドイツのルール工業地帯

ではＩＢＡエムシャーパークといった炭鉱遺産を継

承しながら新たな地域づくりを行っている地域がご

ざいます。こういったところと連携をすることでど

のような可能性が見えてくるのか、まずは調査、視

察を行っていただきたく思ってございますが、この

あたりにつきましてはいかがお考えでしょうか。よ

ろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 赤平市におきまし

ては、平成７年に加賀市と友好都市連携、平成９年

に韓国、三陟市と協定、平成11年に中国、汨羅市と

の友好都市協定を締結をしております。加賀市につ

きましては明治28年に赤平に移住し、開拓した加賀

団体の子孫がみずからのルーツである加賀市を訪問

したことにより交流が深まり、三陟市については平

成３年ころから同じ炭鉱都市として採炭技術や石炭

政策の研修のため韓国の技術陣が赤平市を訪れたこ

と、汨羅市につきましては北海道赤平日中友好手を

つなぐ会の西井氏が昭和63年に岳陽市長一行が来日

された際に市長のほうから汨羅市を交流都市として

紹介されたということであります。こうしたことを

きっかけといたしまして、行政だけではなく、企業

や団体関係者もそれぞれのまちとの交流を深める中

で協定締結を行うこととなりました。残念ながら、

これら交流団体等の解散によりまして、事実上現在

は交流が停滞した状況にありますが、このように交

流都市というものにつきましては決して行政のみの

かかわりだけではなく、市民、団体、企業との交流

が大切となってまいりますので、こうした観点で市

民等の、あるいは団体等から自発的提案やまちの相

互間における深い関連性を持った自治体がある場合

については都市間交流の可能性について検討をして

いきたいというふうに思っております。 

 なお、炭鉱遺産に関連する現地視察、調査につき

ましては、ご承知のとおり、現在は民間所有となっ

ておりますので、まずはこの課題を解決することが

優先でありまして、この協議に臨んでまいりたいと

考えております。今後の状況に応じまして必要性を

判断して、この現地視察、調査につきましては検討

させていただきたいと思いますので、ご理解いただ

きますようお願い申し上げます。 
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〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ただいま自発的

な提案ということで企業や市民の方たちからという

こともございましたが、その活動の中で私も強く思

っている一人であるというふうに思っています。当

市の中だけにとどまらず、外部的な交流の中で見出

せるさらなる地域の価値、創造というものが見えて

くるのではないかなというふうに思っているところ

は本当にありまして、またそういったものはやるか

ら、やるというふうにすぐに決まるわけではなくて、

やっぱり計画を立てる以前にいろんな地域を見てい

ただきながら、交流をしていただきながらさらなる

いろんなアイデアを探しに行ってもらいたいという

ふうに思ってございます。計画段階でアイデアを探

そうとしてはやはり遅過ぎるというところもござい

ます。そして、事前に調査研究、営業してほしいと

いうふうに思ってございますし、そして近隣自治体

の市長はみずから海外までトップセールスに行っ

て、今や海外からの交流人口をふやしているケース

も聞いてございますので、ぜひそういった地域もご

参考にしていただきまして、前向きにご検討をいた

だきたいというふうに思ってございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 イの縁組協定についてお伺いをさせていただきま

す。都市間交流の中におきまして、姉妹都市という

考え方だけではなくて、地域も夫婦のようにお互い

に助け合いながら、補完し合いながら、交流の形と

いたしまして縁組協定という形があるというふうに

伺ってございます。代表的なところといたしまして

は、群馬県川場村と東京都の世田谷区が行ってござ

います都市農村交流による地域振興が継続されてい

るケース。今や人口が3,500人といった地域に年間

6,151万人の観光客と1,854億円の経済効果につなが

っているといった施設につながっているといった事

例がございます。それは、そもそも東京都世田谷区

といったところは都会で、豊かな自然が見られない。

地方の方々との相互による協力し合いながら都市と

農村の交流を深めるための第２のふるさとが求めら

れていた時代に恵まれた自然環境と田園風景を生か

した農業プラス観光の基本方針から村の活性化に取

り組んできた川場村の構想が世田谷区と連携するき

っかけとなりまして、その縁組協定が結ばれたとい

う背景がございます。今は、その川場村に世田谷区

の区民健康村を建設いたしまして、世田谷区内の各

小学校の移動教室を受け入れたり、村めぐりや登山

などの自然や営みを学ぶ体験を行うなど、大変交流

人口が盛んな部分がございます。こういった部分に

おきましても当市におきましても縁組協定といった

ものがぜひ効果的な部分でつながっていくのではな

いかなというふうに思ってございますが、この協定

のあり方について当市といたしましてはどのように

お考えになるかお考えをお聞かせいただきたく思い

ます。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 自治体間交流とい

たしましては、姉妹都市連携や友好都市連携などさ

まざまな形態がございますが、さきのご質問の中で

もお答えをさせていただいておりますが、行政間の

交流だけではなく、地域の人々が交流できることを

念頭に置く必要があると考えております。その上で

歴史、資源、文化、暮らし、人材、環境、施設など、

双方のまちにとって全てに関して交流する方法と一

定程度目的を絞り込んだ内容を持って交流する方法

など、形態はさまざまであると思います。そして、

お互いにまちにとってメリットが期待できるかとい

うことが当然の判断材料となると思います。先ほど

議員のほうからの質問にもありましたが、川場村に

つきましては都市部にある程度近いといった利点も

あるかもしれませんが、では都市部から離れたから、

だめということではないと思います。 

 今後本市が発展していくためには地元自身が努力

することと、一方では市外目線からの新たな発想も

必要となってくることから、現在も大学連携などを

進めておりますが、先ほども申し上げましたが、そ

うした効果を期待できる交流自治体がある場合は十

分に検討してまいりたいというふうに思いますの
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で、ご理解をいただきたいと思います。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 この取り組みに

関しましては、1981年からの取り組みでございます。

当市といたしましてもそういった取り組みをすぐし

たからといってそういった運びになると思いません

が、当市１万1,000少しいて、年間観光客の入り数と

いうのが行事、エルム高原の集客数含めますと20万

1,990人といったぐらいなのです。でも、この川場村、

3,500人の人口の中で年間6,151万人の方たちを集客

できているのです。これというのは、本当に、この

数値にもあらわれていますように、まだまだ当市に

とっても可能性はいろいろとあるというふうに思い

ますので、そのあたりの工夫を広域的な地域連携の

あり方をもう少し考えていただいた中でそういった

方向づけ、やはり当市にとっても経済効果が膨らむ

ような連携のあり方等をぜひぜひお考えいただきた

いというふうに思ってございますので、よろしくお

願いいたします。 

 大綱３、企業と連携した政策づくりについて、①、

企業と連携したコミュニティゾーンの考え方につい

てお伺いをさせていただきます。今では、企業誘致

というのもなかなか難しい時代に入りました。当市

の地元の企業としましても働き手を確保するのも難

しい時代に入ってございます。その背景といたしま

して、土地の確保と若い世代の住宅確保の問題も当

市にはございます。企業誘致といたしましても若手

の社員が住める場所がないといったことをクリアに

するために企業誘致とともに若手の社員が住める場

所づくりをセットで売り込める政策づくりをぜひご

検討いただきたく思うのです。例えば住宅の建設の

計画がある会社につきましては安価で土地を提供す

る、加えて地域のコミュニティスペースを考えなが

ら事業展開をしている企業におかれましては土地の

優遇措置をとるといった内容でございます。企業の

誘致におきまして住宅と家族がふえて、地域のコミ

ュニティ拡大されていくといったイメージでござい

ますが、この政策にかかわっていただいた企業にお

かれましては、仮の名称でございますが、コミュニ

ティ運営会議といったものをつくっていただきまし

て、そこに入っていただくといった内容の条件もあ

ってもいいでしょうし、今や町内会や地域のイベン

トに対しても大変高齢化になってございまして、地

域の理解も薄いところもございますが、そういった

コミュニティゾーンをつくることにより、今後の補

完的な地域のコミュニティの形成が考えられるとい

うふうに思ってございます。企業と連携は欠かせな

いものと思ってございますので、このあたりのお考

え方をぜひお伺いしたいというふうに思ってござい

ます。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（林伸樹君） 当市におきまし

ては、石炭産業で栄えた時代には一山一家として企

業を中心にその従業員が一定の地区に住むことによ

り一つのコミュニティが形成され、助け合い、見守

りなどの地域のつながりを支えてきておりました。

石炭産業の衰退とともに企業誘致を進め、現在では

ものづくりのまちとして優良な企業が進出してお

り、雇用の場はあるという状況にあります。しかし

ながら、各企業に勤めている従業員の約半数が赤平

市外から通っているという現状や働き手の確保に苦

慮しているということから、コミュニティの希薄化

が危惧されているところであります。高齢化がます

ます進む当市にとりましても防災や見守りなど、今

後企業に担っていただく役割も当然必要となってま

いりますので、そのためにも赤平に住んでもらう従

業員の確保ということが重要となってまいります。

企業において住宅建設をする場合においては、住宅

建設の助成や安価な土地の提供について十分理解で

きますので、関係部署と連携を図りながら検討を行

ってまいります。 

 また、企業誘致におきましても社宅やコミュニテ

ィスペースを考えている企業に対しましても同様に

検討を行ってまいりますので、ご理解いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 
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〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 前向きなご答弁

いただきまして、ありがとうございます。企業誘致

といたしましても当市、やはり工業団地の土地がな

かなか今は全て埋まっているといったような方向づ

けだったり、その土地の整理につきましても今後ぜ

ひご検討いただきたいというところでございます。

それで、全国いろいろと見てみますと、やはり地域

のコミュニティ推進のためにコミュニティ課という

ものを設置されている市役所もございますので、そ

ういったものもぜひご参考にしていただきながら取

り組んでいただきたく思ってございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 ②に移らさせていただきます。アウトソーシング

を視野に入れました行政サービスについてお伺いを

させていただきます。内閣府におきまして公共サー

ビス改革法推進を強く進められている背景がござい

ますが、その内容といたしましては、ただいま社会

が成熟している時代におきまして公共サービスの要

求は以前よりも増して要求に、財政の財源に対する

バリュー・フォー・マネーといたしまして投資した

税金に見合う公共サービスの体制を築くこととされ

ている内容でございます。そのためにも業務のアウ

トソーシング、民営化、ＰＦＩといった官民競争入

札を日本におきましても導入していこうという考え

方でございます。つまり官の世界にも競争を導入す

るといった時代に入ってきているということでござ

います。そういった実績のもとに公共サービスに向

けて質の向上を図っていくために、当市におきまし

ても分野においては公共サービスの考え方、見直し、

委託先、入札の条件などを整理するときなのではな

いかなというふうに思ってございます。そして、当

市のアウトソーシングのあり方を模索する時期だと

も考えています。例えばエルム高原や給食センター、

「みらい」の施設の今後の想定、先ほどもご提案さ

せていただいたところではございますが、やはりこ

れからも職員がだんだんと減っていくといったこと

はもう想定される部分ではございます。また、そう

いった中におきましても、他市の取り組みにおきま

しても市内で行っている行事を、例えば成人式なん

かにおきましてもその地元の団体にアウトソーシン

グしているといった例もございますので、民間団体

に委託して、官民で工夫している、そういったとこ

ろによって地域のコミュニケーションが図られまし

て、地域の経済効果にも発展されているという傾向

もございます。そのあたりのお考えをお聞かせいた

だきたく思います。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 企画財政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） アウトソーシング

を視野に入れた行政サービスということになります

が、アウトソーシングに関しましては、以前財政難

のときには逆に民間がやっていた業務を市が直営で

行うことによって経費削減を行ったということもあ

ります。このように一般的な管理を中心とした委託

業務の場合については経費が高上がりとなってしま

うケースもございますので、この点については慎重

に判断をしてまいらなければなりません。ただし、

収入をもって施設の管理運営経費に充てることが可

能な業務で、なおかつ市内業者にはない専門性を持

った業者が運営することが効果的であるような施設

につきましては、施設の継続性とともに運営形態に

ついて検討する必要があると考えております。また、

施設によってはこうしたアウトソーシングのほかに

一定期間ノウハウを持った人材を雇用することもあ

る意味一つの手法であると考えております。さらに、

既存の行政サービスや公共施設に限らず、新たな市

民サービスや公共施設の建設、運営、こういったも

のなどをする場合には、議員が言われますように、

企業者などとの連携や民営化並びにＰＦＩの導入等

についても十分検討する必要があると思います。い

ずれにいたしましても、民間導入に当たっては基本

的に地元業者を優先するといった考え方に変わりは

ございませんが、明らかに専門性を有し、市外業者

のほうが市民サービスの向上を期待でき、運営経費

の削減などが図られるような場合は市外からの参画

も含めて検討してまいりたいというふうに思います

ので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 
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〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 そのあたりぜひ

ぜひ、ちょっと難しいところもあると思いますが、

よろしくお願いしたいというふうに思います。当市

におきましても以前コチョウランの施設の部分もご

ざいまして、市の第三セクターで持っていて、あと

行き詰まった中での民間への移動、移行というもの

もございまして、今の状態と昔の状態を比べてみま

すとサービスのあり方だったりと、これは公共サー

ビスだけの話ではないですけれども、やはりそうい

った感覚だというふうに思うのです。今官で、行政

でやっていただいていることの考え方と民間で考え

ていただく考え方の違いというのがやはり今は高め

合いながらそういった公共サービスにも運営してい

くといった考え方というのがすごく必要になってき

ているのではないかなと思ってございますので、ぜ

ひお考えをいろいろと見直していただきたいと思っ

てございますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、大綱４に移らさせていただきます。

ものづくりのまちとしての教育についてお伺いをさ

せていただきます。①、地元企業や団体とのさらな

る連携について、ア、地元企業紹介本の作成と教育

の連携についてお伺いをさせていただきます。これ

までも何度も地域の特性を生かしました教育のあり

方についてのご検討をお願いをしていたところでご

ざいます。その後の進行状況も含めまして質問をさ

せていただきたく思いますが、実際に赤平市の特性

を生かした動き、具体的な流れがもう少しはっきり

と見えてきてもいいのではないかなというふうに考

えるところもございまして、当市がものづくりのま

ちとしてなお強調できるのは、空知管内におきまし

ても工業出荷高であったり、そういったものが高い

といったものもございまして、ご活躍いただいてい

る当市の企業の代表者の方の存在を見ても明らかな

ように、今後やっぱりこういった地域を誇れる子供

が多くいてくれることを願うところでございます。 

 そこで、教育行政といたしましてもそのことに対

しまして一歩踏み込んだ教育体制のあり方というも

のを考えていただきたいというふうに思ってござい

ます。今キャリア教育におきまして、以前も質問の

中で取り上げさせていただきましたが、下川町でご

ざいますけれども、うどんや森林を題材といたしま

した小学校から高校教育まで一連した教育プログラ

ムに取り組んでいる地域がございます。このことは

以前にも本当にお伝えはしているところなのでござ

いますが、最終的には子供たちは地元の企業に対し

て興味を持つことや地域で働いている親に対しても

やはりすごく誇りを持つということをその教育プロ

グラムの中で見出されているということを聞いたこ

とがございます。そのことが本来の地域教育におい

て必要な観点だというふうに私は強く感じていると

ころでございます。 

 そこで、当市におきましてもこのものづくりのま

ちを感じれる教育のあり方として工場見学や地域教

育のための協力など、ある一定の条件を理解し合え

る企業であれば、地元を代表するものづくりの企業

として認定いたしまして、地元企業の紹介本をつく

るなどして、市内の企業を市内の方たちに、子供や

先生や職員が知る機会をつくる。そのためにもそう

いった本をつくっていただいたらどうかなと思うと

ころでございます。そして、そこから小中学校の教

育と連携しながら、当市独自の教育プログラムをつ

くり出すといった方向に発展していただきたいと思

うのですが、そのあたりはいかがお考えでしょうか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（相原弘幸君） 地元としての特色

ある教育についてのご提案ということと思いますけ

れども、本市では小学校の社会科においての学習で

副読本を使用して、赤平の歴史や文化、産業などを

学び、地域の産業や発展についての理解を深め、地

域社会の一員として地域社会に対する誇りと愛情を

育てることを目標の一つとしております。赤平市の

副読本につきましては、この次の編集機会に赤平市

のものづくり企業を取り上げ、全国の元気なものづ

くり中小企業300社に選ばれました市内企業４社を

紹介するなど、地域の特色に視点を合わせて教材の
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掘り起こしに努め、見学学習も積極的に取り入れる

など、可能な限りものづくり企業について学ぶ機会

をふやしてまいります。 

 そこで、ご指摘のありました地元企業の紹介本に

ついてですが、以前企業紹介を目的としました赤平

企業ガイドブックが商工関係部局により作成した経

緯がありますが、再度そのような紹介本が作成され

ることがありましたら、企業見学や紹介などの資料

として副読本の補完教材やキャリア教育での資料と

して活用できるのではないかと思っています。特色

のある教育でのものづくりのまちについては理解い

たしますので、現在小中学校で行われているものと

しましては小学校３、４年生の企業見学や中学校の

生徒が体験する会社や商店などでの企業体験などが

まさにものづくりを中心とした赤平市の企業、事業

所を学ぶ絶好の機会となっており、事業主や従業員

の方々と触れ合いながら多くのご教示を受けており

ます。 

 また、教育委員会といたしましては、青年会議所

の小学生を対象とした各種事業の募集事業につきま

しても若手経営者と触れ合う機会と承知しておりま

す。さらに、同様の趣旨から、ことし産業フェステ

ィバルで商工会議所青年部が主催しました小学校対

象の企業見学体験、あるいは１企業ではありました

が、木材加工会社が企画した小学生対象の職場体験

についても赤平市がものづくりのまちであることを

考慮し、小学生の参加について募集チラシの学校で

の配布など、学校の理解を促したところです。 

 赤平市がものづくりのまちであることを感じる教

育としましては、現状でも可能な限り学校現場でも

教科指導の中で努力していると思っております。し

かしながら、学ぶ項目の多くある学校教育の場にお

いては、一つの項目に特化した教材の作成は学校現

場の理解が前提となりますし、独自の教育プログラ

ムの作成については教育機関としての学校の教職員

による教育内容を決める教育課程編成の作業が必要

ともなりますので、体制上は大変難しいと判断して

おります。いずれにしましても、現状の状況におい

ては本市の特色に関係した教材資料のさらなる掘り

起こしに努め、活用することは行ってまいりたいと

思っておりますので、ご理解、ご協力いただきます

ようお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 ただいまのご答

弁の中におきまして他の団体等で取り組まれている

ことの紹介もございましたが、当市としての教育の

プログラムの中において地域特性を、一連の考え方

として、小中連携でどのように取り組んでいくこと

ができるのかといったところのプログラムのあり方

のところなのですけれども、やはり市の子供や家族、

先生、教職員の皆様が同じ認識のもと進めれるとこ

ろがあるべきなのではないかなというふうに考える

ところはございます。ですから、そういった教育プ

ログラムを実施しているところの地域特性をぜひ視

察などをご検討いただきたいなと思うのですが、教

育委員会としてそういった場所に視察に行くという

ところのご見解をどのようにお考えなのかをお聞か

せいただきたく思います。よろしくお願いいたしま

す。 

〇副議長（五十嵐美知君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（相原弘幸君） 現状のものづくり

を感じさせる教育という点で発展させるためには、

他市の取り組みも参考になる場合もあろうかと思い

ますので、学校とも協議することはやぶさかではあ

りませんが、前段の答弁に加えまして、社会教育で

もふるさと少年教室の体験活動の一環として市内菓

子店での菓子職人からものづくりとしてのケーキづ

くりの指導を受けたり、また先ほどの中学生による

職場体験でも市内外で評判のパンづくりをする市内

パン屋さんの指導を受けたり、またそのパンを給食

で食していることを子供たちは知っていると思いま

す。赤平市の小中学生が地元のまちづくりの企業、

事業所で経験することを重視し、肯定するものであ

りますが、ものづくりのまちを感じさせる教育を学

校教育の中で完結させることには学校教育の制度上

の条件に沿わなければ難しいと言わざるを得ないと
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きもあり、むしろ実態としてこれだけ多くの場面で

小中学生がものづくりのまちを感じさせる機会に触

れていることを正しく評価しなければならないと思

います。そして、全ての学校教育で完結させるとい

う考えではなく、これだけ多くの機関、団体の市民

力で子供たちを育成しているということを柔軟に評

価してまいりたいと思っているところです。いずれ

にしましても、ご提案の趣旨、理解いたしますので、

今後の赤平の教育のあり方を含めて校長、教頭とも

研究、協議してまいりたいと思いますので、ご理解

いただきますようお願いするところです。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 大変心配してい

るところは、教職員の方がやはりかわってしまうと、

そういった地域とともにある教育のあり方というの

も大変変動する部分があるのではないかなというふ

うに思っているのです。ですから、市のやはりそう

いったカリキュラムというか、プログラムを統一す

ることによって、赤平市の子供にとっては統一的に

そういった地域のものづくりとしてのまちの意識を

植えさせる。そして、行く行くは自分の地域に帰っ

てきたくなるといった方向づけというような、教育

に全てそこを任せるということの考え方ではないの

ですが、やはり地域に対する親しみをさらに感じて

もらえるような教育プログラムのあり方というもの

もぜひ考えていただきたいなというふうに思ってい

るところでございます。 

 また、今いろいろと相原課長からも取り組みのご

紹介がありましたが、やはり教育委員会でももう少

し情報発信をしていただきたいなというふうに思っ

ています。それほどいろいろなことを取り組みをさ

れている割には情報配信、こんな赤平の教育ありま

すといったことが余り打ち出されていないのかなと

いうふうに思ってございます。またさらに、当市の

地域に合った教育プログラムを検討していく上で、

やはり専門教育の指導主事の配置も検討していただ

くことができないかなというふうに要望をつけ加え

させていただきまして、私のこのアの質問を終えさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 イに移りたいと思います。共同製作の可能性につ

きましてお伺いをさせていただきます。ただいまの

質問と関連してございますが、行く行く地元企業の

商品製作にも小中学生の意見を組み込んだ中で、さ

まざまな子供たちの創造性を引き上げる場といたし

ましても、企業が企画する商品の製作の工程に子供

たちの意見を入れ込むだったりとか、企業が企画す

るイベントなどに参画するなどということを教育の

機関の中でやることによって地元の企業に対する愛

着も子供たちがそれぞれふえてくるのではないかな

というふうに思ってございます。また、将来の地元

の企業に就職することを夢見る子供たちも多くなっ

てくるのではないかなと思ってございます。地元の

教育と地元企業との共同製作の可能性についてもお

伺いをしたく思います。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（相原弘幸君） 共同製作の可能性

についてですが、赤平の企業について学び、赤平に

愛着を持ってもらうことは、議員ご指摘のとおり、

地域教育として重要なものであると思っておりま

す。毎年火まつり会場で匠塾のブースで子供たちが

参加しまして、ものづくりの作品を制作している光

景を目にしますが、好ましいことと感じますし、若

手企業関係者のご努力に敬意を表するとともに、教

育委員会といたしましても、基本的には子供たちに

参加を奨励する立場から、小学生に対するチラシ配

布など学校管理者を通して協力してまいりたいと思

います。 

 しかしながら、企業との製品開発のための教育課

程の中での連携となりますと、教育現場の場にふさ

わしいものであるかをまず確認する必要があると考

えます。本市では、市内の企業、団体からさまざま

なお誘いをいただく機会がありますが、何よりも学

校活動の中で教育の名のもとにそれがどのような位

置づけができるかを慎重に判断しなければなりませ

ん。また、企業の商品製作に小中学生の意見を組み

込む等につきましては、前日の中学生の職場体験な
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どの終了後、お礼状の形で全員が体験したさまざま

な感想や意見を会社、事業所にお届けしております

ので、子供たちの創造性を引き上げる機会として有

効にお取り組みいただければと思いますので、ご理

解いただきたく思います。よろしくお願いします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 〔登壇〕 大変地域の独特

な教育のあり方というのも行き過ぎてもいけないと

いうふうに思いますし、今相原課長が言われている

ことの内容もわかると思うのですが、当市としての

というところがやはりもう少し教育のあり方という

ものの個性だったりとか、子供たちの創造性を膨ら

ますためということと、さらに子供たちが愛郷心を

持って人生を歩んでいただくための教育のあり方と

いうもの、当市の教育プログラムというものもぜひ

ご検討いただきたいなという思いは変わりません。

昨日同僚議員からもございました食農教育のあり方

についても夢現会のところで質問をさせていただい

た内容もございますが、ぜひ当市の教育プログラム

といったものを地域に根づいたもののあり方の中で

工夫をしていただきたい、検討いただきたいと思っ

てございます。 

 どうしてこれまで独自の地域の豊かな部分を教育

に当てていただきたいというふうにお願いをしてい

るかといいますと、今定住の条件といたしましても

教育環境のあり方というものがすごく条件としては

高いというふうにありますし、当市がどのようなこ

れからの明るい未来をつくっていく子供たちの教育

のあり方を赤平独自で考えているのかなといったと

ころもここの定住の部分ではすごく評価に値する部

分だというふうに思ってございますので、そのあた

りをぜひ深くさらに考えていただきたい、2016年に

していただきたいというふうに思ってございますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上で私の一般質問を終えさせていただきます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 以上をもって、一般質

問を終了いたします。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第４ 議案第48号

赤平市行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定につ

いて、日程第５ 議案第49号赤平市人事行政の運営

等の状況の公表に関する条例及び職員の勤務時間及

び休暇に関する条例の一部改正について、日程第６ 

議案第51号赤平市税条例の一部改正について、日程

第７ 議案第52号赤平市国民健康保険条例及び赤平

市介護保険条例の一部改正についてを一括議題とい

たします。 

 本件に関する委員長の報告を求めます。行政常任

委員会、竹村委員長。 

〇行政常任委員長（竹村恵一君） 〔登壇〕 審査

報告を申し上げます。 

 平成27年12月８日に行政常任委員会に付託されま

した議案第48号赤平市行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ

く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の制定について、議案第49号赤平市人事行政の

運営等の状況の公表に関する条例及び職員の勤務時

間及び休暇に関する条例の一部改正について、議案

第51号赤平市税条例の一部改正について、議案第52

号赤平市国民健康保険条例及び赤平市介護保険条例

の一部改正について、以上４案件について、多数意

見者の署名を付して報告いたします。 

 審査の経過、平成27年12月９日、委員会を招集し

て審査いたしました。 

 審査の結果、全会一致をもって原案可決と決定し

た次第であります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） これより、一括質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 質疑なしと認めます。 

 これもって、質疑を終結いたします。 

 これより、一括討論に入ります。討論ありません

か。 
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（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第48号、第49号、第51号、第52号

について一括採決をいたします。 

 本案に対する委員長報告は原案可決であります。 

 本案は、委員長報告どおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告どおり決定されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第８ 議案第53号

平成27年度赤平市一般会計補正予算、日程第９ 議

案第54号平成27年度赤平市下水道事業特別会計補正

予算、日程第10 議案第55号平成27年度赤平市介護

サービス事業特別会計補正予算、日程第11 議案第

56号平成27年度赤平市水道事業会計補正予算、日程

第12 議案第57号平成27年度赤平市病院事業会計補

正予算を一括議題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。企画財

政課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 〔登壇〕 議案第

53号平成27年度赤平市一般会計補正予算（第４号）

につきまして、提案の趣旨をご説明申し上げます。 

 平成27年度赤平市の一般会計補正予算（第４号）

は、次に定めるところによります。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

9,991万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ95億6,655万4,000円といたします。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

 次に、事項別明細書によりご説明申し上げます。

４ページをお願いいたします。最初に、歳入であり

ますが、款13国庫支出金、項２国庫補助金、目１総

務費国庫補助金、節３選挙費国庫補助金として14万

3,000円の増額でありますが、選挙人名簿システム改

修業務委託料の計上によるものであります。 

 同じく目２民生費国庫補助金、節１社会福祉費国

庫補助金として５万円の増額でありますが、障がい

者福祉施設の通所者等の増加により、地域生活支援

事業補助金に充当するものであります。 

 同じく目４土木費国庫補助金、節１道路橋りょう

費国庫補助金として1,170万円の増額でありますが、

主に文京学園通緑橋かけかえ事業費について事業費

調整並びに事業費の増額によるものであります。同

じく節２住宅費国庫補助金として111万8,000円の増

額でありますが、地域住宅建設事業費の増額による

ものであります。 

 款14道支出金、項２道補助金、目２民生費道補助

金、節１社会福祉費道補助金として２万5,000円の増

額でありますが、国庫補助金と同様に障がい者福祉

施設の通所者等の増加により、地域生活支援事業補

助金に充当するものであります。 

 同じく目４農林水産業費道補助金、節１農業費道

補助金として194万3,000円の増額でありますが、事

業内容の拡大による経営所得安定対策推進事業費の

増額によるものであります。 

 款15財産収入、項２財産売払収入、目１不動産売

払収入、節１土地売払収入として844万9,000円の増

額でありますが、本町の医師住宅跡地、泉町の旧公

民館泉町分館、大町の旧大町コミュニティセンター

の３カ所の土地の売却によるものであります。同じ

く節２建物売払収入として99万9,000円の増額であ

りますが、旧大町コミュニティセンターの建物の売

却によるものであります。 

 款16寄附金、項１寄附金、目３ふるさとガンバレ

応援寄附金として5,000万円の増額でありますが、本

年６月から寄附者に対する返礼品を開始して以降既

に11月末現在１億円近い寄附金をいただいており、

返礼品代などの歳出予算との関連性もあり、総額１

億1,000万円を見込むものであります。 

 款18繰越金として2,549万円の増額でありますが、

今回の補正による歳入不足額について平成26年度決

算に基づく剰余金の一部を計上するものでありま
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す。 

 次に、歳出でありますが、６ページをお願いいた

します。款２総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費として25万5,000円の増額でありますが、市長の

出張件数の増加による旅費として13万5,000円、会合

等の増加による交際費として10万円、本年度の予備

電源設置に伴う電気料の増額による赤平テレビ中継

局維持管理負担金として２万円をそれぞれ増額する

ものであります。 

 同じく目３電算管理費として117万6,000円の増額

でありますが、基幹系と情報系の分類に対するセキ

ュリティ対応のため、庁内情報システム保守委託料

として97万2,000円、庁内情報用システム端末を４台

増設するための機械その他借上料として20万4,000

円を増額するものであります。なお、セキュリティ

費用の一部ついては、特別交付税で措置される予定

となっております。 

 同じく目４広報広聴費として23万6,000円の増額

でありますが、広報あかびらのページ数の増加によ

って今後不足が見込まれる印刷製本費を増額するも

のであります。 

 同じく目７財産管理費として22万6,000円の増額

でありますが、平岸仲町の旧教員住宅を売却するた

めの市有地分筆測量委託料として10万8,000円、旧赤

平児童館敷地内の樹木を撤去するための市有地環境

整備工事として11万8,000円を増額するものであり

ます。 

 同じく目９企画費として7,540万6,000円の増額で

ありますが、11月末現在市外からのふるさとガンバ

レ応援寄附金は9,550万円となり、今回の寄附金の補

正額5,000万円と同額をあかびらガンバレ応援基金

積立金として増額し、返礼品代の報償費として2,000

万円、その他手数料等で540万6,000円を増額するも

のであります。 

 同じく目14市民生活費として18万円の増額であり

ますが、赤平市町内会連合会からの要望を受け、寿

の家などの高齢者福祉施設の除雪費用の負担を軽減

するため、町内会館と同様に限度額を２万円引き上

げ、５万円とするものであります。 

 ８ページをお願いいたします。同じく項４選挙費、

目１選挙管理委員会費として28万8,000円の増額で

ありますが、公職選挙法等の一部を改正する法律に

より選挙年齢引き下げに対応するため、選挙人名簿

システム改修業務委託料を増額するもので、本経費

に対して約２分の１の国庫補助金が充当されます。 

 10ページをお願いいたします。款３民生費、項１

社会福祉費、目２障害者福祉費として32万5,000円の

増額でありますが、障がい者施設の通所者並びに相

談者が増加したことにより、地域生活支援事業補助

金を増額するもので、本経費に対して国庫補助金５

万円、道補助金２万5,000円が充当されます。 

 12ページをお願いいたします。同じく項２児童福

祉費、目４保育所費として70万円の増額であります

が、一時保育利用者の増加並びに食品単価の高騰に

より賄材料費を増額するものであります。 

 14ージをお願いいたします。款４衛生費、項１保

健衛生費、目７住友地区共同浴場費として38万9,000

円の増額でありますが、シャワーの水量調整が故障

し、男女各５カ所ずつを整備するための修繕料であ

ります。 

 16ページをお願いいたします。款６農林水産業費、

項１農業費、目３農業振興費として194万3,000円の

増額でありますが、農業者の水田等の面積確認に必

要なＧＰＳ測量システムを赤平市農業再生協議会で

導入するため、経営所得安定対策推進事業補助金を

増額するもので、本経費に対して全額道補助金が充

当されます。 

 同じく目７基幹水利施設管理費、節13委託料であ

りますが、委託料に関する入札執行残を減額し、漏

水計設置委託料を計上するものであります。 

 18ページをお願いいたします。款７商工費、項１

商工費、目３エルム高原施設費として252万8,000円

の増額でありますが、10月２日の落雷事故による保

養センター内のエレベーターのモーター制御ユニッ

ト並びに厨房外調機自動制御機器の修繕料でありま

す。 
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 20ページをお願いいたします。款８土木費、項２

道路橋りょう費、目２道路維持費として98万円の増

額でありますが、10月２日の爆弾低気圧による倒木

処理で98万円を要し、今後の道路、側溝、照明の緊

急修繕の対応費用が不足する可能性があるため、維

持修繕工事を増額するものであります。 

 同じく目４道路新設改良費として574万8,000円の

増額でありますが、文京学園通緑橋かけかえ工事に

ついて、河川占用条件の変更に伴い、一部構造の見

直しが必要となったため増額するものであります。 

 22ページをお願いいたします。同じく項５住宅費、

目２地域住宅建設費として223万6,000円の増額であ

りますが、福栄地区並びに茂尻地区の団地除却に伴

い移転者が増加したことにより、市営住宅等移転補

償金を増額するもので、本経費の２分の１について

国庫補助金が充当されます。 

 24ページをお願いいたします。款10教育費、項１

教育総務費、目２事務局費とし24万3,000円の増額で

ありますが、平成９年購入のスクールバスの故障に

より現車両を廃止し、新年度に国等の財源を活用し

て更新するため、その間のバスの借り上げ料であり

ます。 

 26ページをお願いいたします。同じく項５社会教

育費、目４東公民館費として４万4,000円の増額であ

りますが、調理実習室のオーブンレンジの故障によ

り更新するものであります。 

 28ページをお願いいたします。款12諸支出金、項

２特別会計操出金、目６介護サービス事業特別会計

操出金として701万4,000円の増額でありますが、正

職員１名が愛真ホームから介護健康推進課に異動し

たことによる給与費等を繰り出すものであります。 

 次に、議案第54号平成27年度赤平市下水道事業特

別会計補正予算（第２号）につきまして、提案の趣

旨をご説明申し上げます。 

 平成27年度赤平市の下水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによります。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は増減なしとし、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億545万

7,000円といたします。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

 次に、事項別明細書によりご説明申し上げます。

３ページをお願いいたします。歳出でありますが、

款１下水道事業費、項１下水道事業費、目２公共下

水道事業費、節３職員手当等として28万円の増額で

ありますが、職員の扶養者の増加に伴う児童手当を

増額、また節15工事請負費として28万円の減額であ

りますが、入札執行残による公共下水道管管渠新設

工事を減額するものであります。 

 次に、議案第55号平成27年度赤平市介護サービス

事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、提

案の趣旨をご説明申し上げます。 

 平成27年度赤平市の介護サービス事業特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによります。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

502万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２億1,523万6,000円といたします。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

 次に、事項別明細書によりご説明申し上げます。

４ページをお願いいたします。歳入でありますが、

款３繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入

金として701万4,000円の増額でありますが、愛真ホ

ームから介護健康推進課に異動となった正職員の給

与費等を繰り入れるものであります。 

 同じく項２基金繰入金、目１愛真ホーム管理運営

基金繰入金として198万9,000円の減額であります

が、今回の補正による歳入超過額を調整するもので

あります。 

 ６ページをお願いいたします。歳出でありますが、

款１総務費、項１愛真ホーム施設管理費、目１一般

管理費として198万9,000円の減額でありますが、介

護健康推進課への人事異動に伴う正職員１名分の給

与費等の減額並びに嘱託職員１名、臨時職員１名の
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増員による報酬、賃金の増額であります。 

 ８ページをお願いいたします。款２サービス事業

費、項３介護予防支援事業費、目１介護予防支援事

業費として701万4,000円の増額でありますが、愛真

ホームからの人事異動に伴う給与費等の増額であり

ます。 

 次に、議案第56号平成27年度赤平市水道事業会計

補正予算（第１号）につきまして、提案の趣旨をご

説明申し上げます。 

 第１条、平成27年度赤平市水道事業会計の補正予

算（第１号）は、次に定めるところによります。 

 第２条、平成27年度赤平市水道事業会計予算第３

条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正い

たします。支出といたしまして第１款水道事業費用

の補正予定額353万6,000円を増額し、３億3,495万

3,000円といたします。 

 第３条、予算第６条に定めた議会の議決を経なけ

れば流用することのできない経費の金額を次のとお

り補正いたします。職員給与費の補正予定額353万

6,000円を増額し、3,192万4,000円といたします。 

 ２ページをお願いいたします。予算実施計画の収

益的支出につきまして、款１水道事業費用、項１営

業費用、目２配水及び給水費として100万7,000円の

増額でありますが、人事異動に伴う給料等の決算見

込みによる補正並びに備消品費として水圧測定器の

故障による更新費用の増額、工事請負費の決算見込

みよる減額であります。 

 同じく目３総係費として252万9,000円の増額であ

りますが、人事異動に伴うものであります。 

 資本的支出でありますが、款１資本的支出、項１

建設改良費、目１配水施設改良費として179万5,000

円の増額、同じく目２浄水施設改良費として179万

5,000円の減額でありますが、配水施設改良費の増額

により委託料並びに浄水施設改良費を精査し、減額

するものであります。 

 ３ページは予定キャッシュフロー計算書、４ペー

ジから５ページは給与費明細書、６ページからは予

定貸借対照表でありますが、説明を省略させていた

だきます。 

 次に、議案第57号平成27年度赤平市病院事業会計

補正予算（第２号）につきまして、提案の趣旨をご

説明申し上げます。 

 第１条、平成27年度赤平市病院事業会計の補正予

算（第２号）は、次に定めるところによります。 

 第２条、予算第10条として次の事項を加えます。

第10条、債務負担行為をすることができる事項、期

間及び限度額は、次のとおり定めます。病棟建替事

業の期間を平成27年度から平成28年度、限度額を

3,735万円と定めます。 

 ２ページをお願いいたします。債務負担行為に関

する調書でありますが、限度額につきましては病棟

跡地の外構工事並びに事務費となり、財源内訳の企

業債につきましては、このうち２分の１については

過疎対策事業債を見込むもので、本債務負担行為の

設定によって早期完成を目指すものであります。 

 以上、議案第53号から第57号につきまして一括し

てご提案申し上げますので、よろしくご審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） これより、一括質疑に

入ります。質疑ありませんか。向井議員。 

〇６番（向井義擴君） 補正予算の関係で農林水産

業費についてお伺いいたしたいと思いますけれど

も、16ページ、17ページの農業振興費で、補助金で

測量器具が導入されるということでありますけれど

も、これらの経緯についてどのような経緯で導入さ

れるようになったのかお聞きしたいということと、

その次の７番というのは補正額ゼロで、委託料で102

万6,000円ですか、これらがどうしてゼロであるのか

という書き方がちょっとおかしいのではないかと思

いまして、お聞きしたいと思いますので、お答えお

願いします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 農政課長。 

〇農政課長（菊島美時君） 最初の経営所得安定対

策事業の補助金の194万3,000円に対しての経緯なの

ですけれども、これにおきましては平成26年度当初

北海道の経営所得安定対策推進事業の中で見れるＧ
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ＩＳの要望等をとっていたのですけれども、その時

点では市の農業再生協議会の事務局としては田ん

ぼ、畑地などの一部面積においては中空知の共済面

積を使うこととしておりましたので、あとその他の

畑地におきましては本人の申請の面積を採用してお

りましたが、北海道農政事務所よりその畑地の作付

面積の確定を確実にするためにはちゃんと正確なも

ので測定するように言われ、事務局でテープで測定

しておりましたが、それを今度今回の国の事業の中

で機器が認められるということなので、それで申請

しまして、それが採択になりましたので、今回補正

を上げさせていただきました。 

 その次のほうの基幹水利の補正額ゼロについてで

すけれども、農業基盤充実の中の委託料の中で各入

札執行残とか、いろいろありまして、その金額全部

まとめまして、それで102万6,000円を計上しており

ます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 向井議員。 

〇６番（向井義擴君） ということは、当初に漏水

計設置委託料ということで一括102万6,000円を載せ

たので委託が成立して、分割してそれぞれ三角の部

分は当初予算にこういうふうに細かく載せてあった

のを102万にまとめたというふうに理解していいの

かどうか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 農政課長。 

〇農政課長（菊島美時君） それぞれの委託料の執

行残額をまとめまして、それとあと漏水計におきま

しては、来年度要望しておりましたが、予定でした

が、その分を、執行残がありますので、今年度に振

りかえた形になっております。 

〇副議長（五十嵐美知君） よろしいですか。 

〇６番（向井義擴君） いいですか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 向井議員。 

〇６番（向井義擴君） 本来こういうふうにする場

合は、下水道事業会計の３ページに書かれているよ

うに、ほかの事業から流用したかどうかというのが

明確にわかるように移動、説明と見ただけでわかる

ようにしていただきたいなということをちょっと言

っておきたいと思います。答弁は要りません。 

〇副議長（五十嵐美知君） 要りませんか。 

〇６番（向井義擴君） はい。 

〇副議長（五十嵐美知君） 次は、若山議員。 

〇５番（若山武信君） 民生費についてお尋ねいた

します。 

 11ページの社会福祉費の節19負担金補助ですが、

障がい者の自立支援というところで、先ほど相談者

がふえてきたのでと、こういう説明ございました。

どの程度のふえ方なのか、そして内容はどういう内

容でふえてきているのか、それについてちょっとお

尋ねしたいと思います。 

〇副議長（五十嵐美知君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（永川郁郎君） 砂川の相談支援事

業所を利用している方が増加傾向にございまして、

内容としましては精神疾患等を患った方が、入院を

されていた方が退院をされまして、その退院後にど

ういった生活上の支援をしていったらよろしいでし

ょうかといったご家族の方のご相談等々がふえてき

ているという状況でございます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） ちょっと何人とか、そうい

うのはわからないでしょうか。 

 それと、これ精神というのだとカウンセラー料と

いうことになるのでしょうか。かかった32万5,000

円、どういうかかり方で使われているのかちょっと

お尋ねします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（永川郁郎君） 今手元に資料がご

ざいませんで、正確な利用者数の人数等はちょっと

答弁できませんけれども、砂川のくるみ会という事

業所を利用しているのですけれども、近隣の自治体

が負担金を出し合って相談支援事業を行っていただ

いておりますけれども、その利用している方々の人

数等に応じてその負担金を捻出をしておりまして、

赤平市の利用者数がふえたことによりまして、その

負担金を今回増額させていただくということでござ

います。 
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〇副議長（五十嵐美知君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） それで、これだけ32万5,000

円って結構な人数とか回数だと思うのですけれど

も、これについて地元としての対応とか対策とか、

今後どうするか後ほど相談したいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 以上です。 

〇副議長（五十嵐美知君） 答弁はいいのですね。

植村議員。 

〇３番（植村真美君） ２点ほど質疑をさせていた

だきます。 

 商工費の中で、19ページでございますが、エルム

高原の施設の中で落雷事故の修繕の関係で、先ほど

修正箇所のものはお聞きしたのですが、どのような

状態になって、またその詳細の内訳、エレベーター

と厨房の外調の部分なのですけれども、それの詳細

を教えていただきたいことと、あとは介護サービス

事業の中でこのたび人事の異動があったというふう

にお聞きしましたが、実際に今愛真ホームの中の人

材配置は十分なのかというところなのですけれど

も、そのあたり含めて教えていただきたく思います。

よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（林伸樹君） 落雷による修繕

なのですが、10月２日の落雷によって、まず保養セ

ンターのエレベーターのところなのですが、突然の

電流の突入があったということで、モーターの制御

ユニット、これがきかなくなって、エレベーターが

動かなくなったということで、これの修理でござい

ます。それと、厨房の外調機自動制御、これも落雷

によりまして自動制御の温度センサーが壊れてしま

って、それによって異常値が出て、自動で外調機を

制御できないという状況になったので、温度センサ

ーの取りかえということでございます。 

〇副議長（五十嵐美知君） 介護健康推進課長。 

〇介護健康推進課長（斉藤幸英君） 後段の愛真ホ

ームの人員配置についてお答えいたします。 

 ここにも出てきておりますが、正職員１名を異動

させた後に嘱託職員、さらには臨時職員等の配置を

させていただいていますので、現体制の中では職員

数が足りていないということはございません。 

 以上です。 

〇副議長（五十嵐美知君） 植村議員。 

〇３番（植村真美君） 最初のエルム高原の施設の

金額の内訳を教えていただけないかなと思うので

す。よろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（林伸樹君） まず、エレベー

ターの修繕ですが、エレベーターの修繕が214万

9,200円、それと厨房外調機自動制御につきましては

37万8,000円ということになっております。 

〇副議長（五十嵐美知君） よろしいですか。 

〇３番（植村真美君） はい。 

〇副議長（五十嵐美知君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 一般補正予算の24、25ペー

ジなのですけれども、スクールバスの更新というこ

とで説明を受けましたが、新年度の国の財源で更新

ということで説明を受けておりますが、もうこれは

決定されているものなのか、これから動き出すもの

なのか、それと決定なのか、未定なのか、これから

予定なのかというのを含めて市の持ち出しが出てく

るのかというのがわかっているのか、それからこの

24万3,000円というのは、どれぐらいの期間かがわか

りませんけれども、その間全ての借り上げ分として

計上されているのか、また期間が延びて借り上げ分

が出てくるのか、その点全てお聞きしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（相原弘幸君） スクールバスです

ので、文科省の国庫補助事業で購入する計画ではあ

りますが、一応計画はありますよということで文科

省に通知はしておりますが、補助決定はまだしてお

りません。 

 それと、持ち出しの関係ですけれども、国庫補助

は全額でありますので、財政のほうになりますけれ

ども、起債とかと組んで購入するのではないかなと
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考えております。 

 それと、このスクールバスですけれども、スクー

ルバスと市の共用車とも使っているという性格もあ

るのですけれども、この共用車を週に２回ほどどう

しても使わざるを得ないという状況があったもので

すから、その回数によってこの24万3,000円というこ

とで算出させていただきました。 

 また、新年度に購入するということになりますの

で、購入までの期間というのがかかります。その関

係で来年度も大体１学期中ぐらいはこういうレンタ

ルをする予算を計上していきたいと考えております

ので、よろしくお願いします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） ということは、１学期期間

中に再度また追加でこの期間の補填というか、それ

が出てくるということですね。 

〇副議長（五十嵐美知君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（相原弘幸君） 新年度予算で１学

期中分の回数ということで新年度、当初からの予算

を計上させていただきますので、よろしくお願いし

ます。 

〇副議長（五十嵐美知君） いいですか。企画財政

課長。 

〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 財源的なものの補

足ということでありますけれども、当然年度途中で

の故障発生ということになりましたので、この段階

で補助金等の要請を行っても、そしてその補助金の

裏財源としては過疎対策事業債ということを予定し

ておりますので、これも枠があって、財源を確保で

きないということで、今今回は借り上げ料で車両を

購入するまでの間、今回の予算はあくまでも来年３

月まで。そして、４月以降、先ほど申しました１学

期の間ぐらいのものについては新年度予算で借り上

げ料を対応させていただいて、今ほど学校教育課長

のほうからありましたように、国のほうに対して来

年度のスクールバス購入に対する国の補助申請とい

うものを行って、さらに過疎対策事業債を受けるこ

とで、当然今単独で購入するよりは大幅に実質持ち

出しが少なくなるということで、この借り上げ料を

選択させていただいているという状況であります。 

 以上です。 

（「理解いたしました」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） よろしいですか。伊藤

議員。 

〇７番（伊藤新一君） 14ページ、款４項１目７住

友地区浴場費の修繕費なのですけれども、シャワー

だけの修繕費なのかちょっとお伺いしたいですが。 

〇副議長（五十嵐美知君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（野呂道洋君） 先ほど提案説明に

もございまして、シャワーが、あと蛇口のほうがち

ょっと湯量が多く出て、故障をしているということ

で、こちら平成元年のほうから供用開始をしており

ます。住友地区の共同浴場のシャワー、蛇口につい

ては男女それぞれ30カ所ずつございまして、利用者

も減少しておりますことから、ちょっと集約を考え

ております。今回は節水型のシャワーと蛇口に、ま

たあわせて既設のシャワーの撤去を行うこととなり

まして、今回は男女それぞれ５カ所ずつの交換と撤

去をする補正のお願いとなっております。 

 以上です。 

〇副議長（五十嵐美知君） 伊藤議員。 

〇７番（伊藤新一君） あと、ほかに、ちょっとシ

ャワー５カ所というか、ほかのほうはそしたら修繕

していないということでよろしいですか。 

〇副議長（五十嵐美知君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（野呂道洋君） 男女それぞれ30カ

所ずつございまして、５カ所ずつを交換しまして、

５カ所撤去するので、今回は25カ所ずつになるとい

うことで、今後計画的に修繕を行うことを計画して

おりますので、ご理解賜りますようよろしくお願い

いたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） よろしいですか。伊藤

議員。 

〇７番（伊藤新一君） 済みません。言っている意

味、シャワー以外はほかには直していないのかとい

うことちょっと聞きたかったのです。 
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〇副議長（五十嵐美知君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（野呂道洋君） 申しわけございま

せん。今回の予算は、シャワーと蛇口の分というこ

とでご理解いただければよろしいかと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

〇副議長（五十嵐美知君） 伊藤議員、よろしいで

すか。 

〇７番（伊藤新一君） わかりました。 

〇副議長（五十嵐美知君） ３回で。 

〇７番（伊藤新一君） もういいです。 

〇副議長（五十嵐美知君） いいですか。 

〇７番（伊藤新一君） はい。 

〇副議長（五十嵐美知君） 終わりですので。木村

議員。 

〇１番（木村恵君） 先ほどの質問と関連するので

すけれども、18、19ページです。商工費なのですが、

落雷によるということでしたが、ことしこれ落雷に

よるというのが２回目だと思うのですけれども、落

雷なもので、なかなか対策というのも難しいのかと

思うのですが、避雷針等の設備、設置とかをされて

いるのか、今後その対応のほうを聞きたいのですけ

れども。 

〇副議長（五十嵐美知君） 商工労政観光課長。 

〇商工労政観光課長（林伸樹君） 避雷針というこ

となのですが、建物の構造上、あそこについては避

雷針を設けなくてはならないというような場所では

なくて、避雷針についてはついておりません。それ

で、今までずっと施設を運営しているのですけれど

も、今まで落雷によるというのはなかったのですけ

れども、ことしちょっと立て続けに２件来たという

ことで修繕が２回出てきているというような状況で

す。 

〇副議長（五十嵐美知君） 木村議員。 

〇１番（木村恵君） ありがとうございます。立て

続けにたまたまなのかもしれないのですけれども、

気象の変化というのもあるので、一応対策のほうを

考えていただきたいと思います。これ要望です。 

〇副議長（五十嵐美知君） 要望でいいですか。 

〇１番（木村恵君） はい。 

〇副議長（五十嵐美知君） ほかにありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第53号、第54号、第55号、第56号、第57号に

ついては、会議規則第36条第３項の規定により、委

員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第53号、第54号、第55号、第56号、

第57号については、委員会の付託を省略することに

決定いたしました。 

 これより、一括討論に入ります。討論ありません

か。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第53号、第54号、第55号、第56号、

第57号について一括採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第13 議案第58号

人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたし

ます。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（菊島美孝君） 〔登壇〕 議案第58号人権

擁護委員候補者の推薦について、提案の趣旨をご説

明申し上げます。 

 現在人権擁護委員としてご活躍いただいておりま

す福島賢一氏が明年３月31日をもちまして任期満了

となるため、後任の推薦につきまして札幌法務局長
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よりご依頼がありましたので、下記の者を推薦いた

したく議会の意見を求めるものでございます。 

 福島賢一氏につきましては、平成25年４月のご就

任以来基本的人権の擁護、人権思想の普及、高揚を

図るためご活躍を賜り、その情熱とご功績に対し深

く感謝と敬意を表するものでございます。 

 議案第58号人権擁護委員候補者の推薦について。 

 人権擁護委員候補者として下記の者を推薦したい

ので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものでございます。 

 記といたしまして、氏名、中根大、生年月日、昭

和48年８月25日、現住所、赤平市東文京町２丁目４

番地２でございます。なお、任期は明年４月１日か

らでございますが、札幌法務局を経由して、法務大

臣の任命行為となりますので、本定例会でご意見を

賜らなければ時間的余裕がございませんことをご理

解いただきたいと存じます。 

 中根大氏の経歴につきましてはお手元の参考資料

のとおりでございまして、人格、識見ともに高く、

また広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解

のある方で、人権擁護委員として適任と考えますの

で、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇副議長（五十嵐美知君） これより、質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第58号については、会議規則第36条第３項の

規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第58号については、委員会の付託を

省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第58号について採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり同意されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第14 議案第59号

教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いてを議題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。市長。 

〇市長（菊島美孝君） 〔登壇〕 議案第59号教育

委員会委員の任命につき同意を求めることについ

て、提案の趣旨をご説明申し上げます。 

 現在教育委員会委員としてご活躍をいただいてお

ります山本由美子氏は平成28年１月31日をもちまし

て任期満了となりますが、引き続き同氏を教育委員

会委員として任命いたしたく、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

 記といたしまして、氏名、山本由美子、生年月日、

昭和25年７月11日、現住所、赤平市平岸仲町２丁目

53番地でございます。 

 山本氏の経歴につきましては、別添参考資料のと

おりでございますが、教育委員会委員として適任と

考えますので、ご同意賜りますようよろしくご審議

のほどお願い申し上げます。 

〇副議長（五十嵐美知君） これより、質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第59号については、会議規則第36条第３項の

規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第59号については、委員会の付託を

省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第59号について採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり同意されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第15 選挙第９号

赤平市選挙管理委員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきましては、

地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選に

よりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法については指名推選によるこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。副議長において指名すること

にいたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、副議長において指名することに決しまし

た。 

 選挙管理委員に壽崎光吉君、北村榮次君、小原功

君、河西広美さんを指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま副議長において指名

いたしました４人の諸君を選挙管理委員の当選人と

定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました壽崎光吉君、

北村榮次君、小原功君、河西広美さんが赤平市選挙

管理委員に当選されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第16 選挙第10号

赤平市選挙管理委員補充員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきましては、

地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選に

よりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法については指名推選によるこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。副議長において指名すること

にいたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、副議長において指名することに決しまし

た。 

 選挙管理委員補充員に、秦淨憲君、伊藤愼一君、

山口芳睦君、下口雅雄君を指名いたしたいと思いま

す。 

 お諮りいたします。ただいま副議長において指名

いたしました４人の諸君を選挙管理委員補充員の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました秦淨憲君、伊

藤愼一君、山口芳睦君、下口雅雄君が赤平市選挙管

理委員補充員に当選されました。 

 なお、補充員の繰り上げ順序については、ただい

ま副議長が申し上げました指名推選順序といたしま

す。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第17 意見書案第

12号複数税率による軽減税率の導入実現を求める意

見書、日程第18 意見書案第13号マイナンバー制度



 －100－ 

の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を

求める意見書、日程第19 意見書案第14号介護報酬

の再改定を求める意見書、日程第20 意見書案第15

号ＴＰＰ「合意」内容の徹底した情報公開と検証を

求める意見書を一括議題といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。 

（「説明省略」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 説明省略との声があり

ますので、説明を省略いたします。 

 これより、一括質疑に入ります。質疑ありません

か。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す意見書案第12号、第13号、第14号、第15号につい

ては、会議規則第36条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第12号、第13号、第14号、第15

号については、委員会の付託を省略することに決定

いたしました。 

 これより、一括討論に入ります。討論ありません

か。 

（「なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、意見書案第12号、第13号、第14号、第

15号について一括採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第21 請願、陳情

に関する閉会中審査の議決についてを議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。閉会中において受理した請願、

陳情については、別紙配付のとおり常任委員会及び

議会運営委員会にそれぞれ付託いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、閉会中受理した請願、陳情については、

常任委員会及び議会運営委員会に付託の上、審査す

ることに決定いたしました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 日程第22 閉会中継続

審査の議決について。 

 各委員長から、委員会において審査中の事件につ

き会議規則第108条の規定により、閉会中継続審査の

申し出があります。 

 お諮りいたします。各委員長から申し出のとおり、

閉会中継続審査に付することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇副議長（五十嵐美知君） ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中継

続審査に付することに決定いたしました。 

                       

〇副議長（五十嵐美知君） 以上をもって、本日の

日程は全部終了いたしました。 

 これをもって、平成27年赤平市議会第４回定例会

を閉会いたします。 

（午後  ０時０７分 閉 会） 
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